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た
し
と
。
今
期
川
太
雌
奇
境
内
に

英
一
太
夫
裁
若
の
境
基
あ
り
と
云

ム。。
鍛
冶
金
巻
傍

刀
鍛
冶
系
聞
に
云
ム
。
初
代
余
傘
菩
衡
と
税
し
‘
濃
州
開
裁
定
の
末

流
に
て
、
天
正
の
頃
加
州
陀
来
住
す
。
二
代
余
地
喧
五
郎
左
術
門
と
抑制

し、

一
冗
和
の
頃
越
中
に
居
住
す
ロ
三
代
粂
各
都
政
と
総
し
、
究
永
の

頃
よ
り
加
州
K
居
住
す
。
四
代
鏡
北
也
も
抗
出
陣
と
酬
明
す
。
と
あ
り
。
加

越
能
鍛
冶
出
来
考
陀
も
、
品
班
傘
は
浪
州
和
泉
然
史
流
に
て
、
初
代
然

出也は
則
附
粂
定
が
末
た
り
。
菩
痛
と
放
し、

天
正
の
頃
加
州
k
t
m
る。

二
代
殺
傘
は
宮
村
五
郎
左
街
門
と
云
ひ
、
越
中
に
位
す
。
一
冗
和
の
頃

也
。
三
代
鉄
、
傘
は

h

品
村
荷
磁
と
云
ひ
、
立
永
の
頃
小
松
に
位
し
、
世

に
小
松
針
、
各
と
約
す
。
と
い
へ
り
。
亭
保
五
年
銑
各
五
郎
左
術
門
出

掛
刊
住
民
云
ム
。
元
組
菩
新
儀
、
浪
州
和
泉
守
鍛
定
弟
子
流
、
剃
髪
以

前
妓
傘
五
郎
左
衛
門
と
申
候
。

・尚
徳
公
御
代
浪
州
よ
り
被
n

祝
得
一
越

中
森
山
に
而
打
物
被
i

仰
付
↓
高
組
父
殺
を
五
郎
花
街
門
、
瑞
能
公
高

岡
h
被
昌召一巡
一
打
物
被
s
仰
一付
↓
骨
組
父
妓
酔
也
前
減
、
微
妙
公
御
代
五

人
扶
持
五
拾
依
被
=
下
世
一
打
物
御
用
之
外
一
尺
よ
り
長
吉
道
具
脇
h

打
出
問
敷
旨
誓
詞
被
=
仰
付
寸
共
後
小
松
ね
被
v
召
、
於
=
小
松
-
屋
敷
奔

金
津
古
蹟
志
巻
廿

七

領
、
家
作
被
=
仰
何
一
被
ι
下
置
一
承
勝
四
年
病
死
一
。
組
父
袋
容
十
右
術
門

は
、
元
紘
一
冗
年
病
死
。
父
粂
港
五
郎
左
街
門
剃
髪
後
山
甘
粛
と
栴
し
、

先
年
よ
り
病
身
に
て
、
打
物
細
工
不
ν
仕
。
此
子
山
品
粂
巻
五
郎
左
衛
門

錦
、
貨
は
菩
務
之
甥
之
庭
、
養
子
罷
成
。
と
あ
り
。
同
年
幕
府
へ
の

上
申
書
『
目
、
殺
各
五
郎
左
街
門
は
.
先
組
五
郎
左
衛
門
殺
程
よ
り
六

代
家
業
相
絞
仕
。
と
載
せ
ら
れ
た
り
。
此
の
後
子
孫
品
川
連
綿
せ
し
か
.

未
だ
詳
か
な
ら
宇
。
品
班
港
敏
代
の
中
に
も
、
三
代
金
各
は
‘
寛
永
の

末
頃
利
常
卿
小
松
在
披
の
頃
小
松
陀
召
低
か
れ
、
小
松
に
て
打
物
命

ぜ
ら
る
。
放
に
小
松
位
殺
を
と
銘
す
。
依
っ
て
世
人
小
松
銑
怒
と
桝

し
、
他
図
陀
て
は
殊
花
賞
翫
す
と
い
へ
り
。
利
常
卿
も
此
の
殺
穫
は

賞
翫
し
給
ふ
に
依
り
て
・
他
図
等

へ
一
尺
以
上
の
も
の
を
打
出
す
事

を
禁
ぜ
ら
れ
し
主
り
。
加
藤
惟
貨
の
附
山
私
紀
K
.
貧
困
問
七
年
六
月
江

戸
本
阿
摘
家
よ
り
申
越
し
.
明
脳
以
前
之
鍛
冶
刀
脇
指
極
札
付
く
る

事
相
極
め
た
り
。
加
州
之
殺
悠
・
大
坂
之
丹
波
守
古
田
辺
等
金
二
拾
五

雨
之
札
付
く
る
由
。
と
あ
り
。
右
余
傘
は
則
ち
世
人
貨
統
す
る
小
松

綾
各
が
作
陀
限
る
な
ら
ん
か
。
吾
が
金
揮
に
て
は
妓
若
勝
国
或
は

茨
宮
の
粂
都
世
賞
翫
す
れ
ど
.
本
阿
掬
家
に
て
は
粂
港
を
ば
加
州
新

刀
の
最
上
と
す
と
い
へ
り
。
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